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先週の動き／今週の展望

総合指数は週間で

重姿勢が目立ち

り調べるとの観測

15 日は米利上げや国内政治スキャンダルに対する懸念がくす

ぶる中、国内機関投資家の買いが相場を押し上げた。

り付き直後に

りの高値を付けたが、勢いは続かず

受け、グループ企業の一角が下落したほか、海外勢の売りが相

場を圧迫し、続落して終えた。今週は

指数（PPI）、

 

【ロシア】

先週の動き／今週の展望

先週の RTS

では前週比プラスを維持していたが、週末の

からの流れを受け小幅に続伸したが上値は重かった。高値圏で

のもみ合いが

不足だった。週央から週末にかけては、米国の利上げペースが

予想より加速するとの観測が強まり、ロシアなど新興国からの

資金流出懸念が高まった。また、原油価格の下落がエネルギー

株を押し下げた。米政府高官がロシアとの接触疑惑

任したことで、米露の関係改善期待が後退していることも心理

的重し。17 日の急落

 

【ベトナム】

先週の動き／今週の展望

先週の VN

指数は、先週も上昇基調が続き、前週末から

主力銘柄が堅調。

トまで上昇し、

は上昇ピッチの早さに対する警戒感の高まりで利益確定売り

に押され、16

ントと上昇幅を縮小して終えた。個別では不動産のビングルー

プと、MSCI

規組み入れが決まったファロス建設が指数の上昇をけん引。今

週は短期的な調整も予想されるが、調整後は自律反発も想定。
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ントと上昇幅を縮小して終えた。個別では不動産のビングルー

CI フロンティア・マーケット・インデックスへの新
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月の 20 日間輸出入統計が発表される
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続伸、一時 1 年

米金融政策や国内政治問題、北朝鮮を巡る地政学的リスクなどを背景に投資家の

13 日は続伸でスタート。サムスン電子の李副会長
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週続伸。2 月 2 日に
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【先週の動き／今週の展望】

安、

ジャカルタ総合指数は

反落。週初は好調だったものの、その後は週末まで

低迷した。

カ月ぶりに

に反落すると、ジャカルタ特別州知事選挙日のため休場となっ

た

減と不振だった

に発表された

増と好調だったが補えなかった。今週は国内の重要イベントが

少なく、

【先週の動き／今週の展望】

20

SET

し、その後に上昇したが戻せなかった

議長の証言を目前に控えた様子見で反落。その後は買い材料に

乏しい中、じりじりと値を上げ、週末まで

んでもみ合いながら

で週の

が発表される予定で、市場予想の前年同期比

れすれば相場の支援材料。外部要因では今後、

を拡大するとの見方が浮上しており、原油価格が順調に回復す

れば、指数ウエートの大きい資源株の値上がりが期待できる。
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【インドネシア】
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減と不振だったマンディリ銀行株が売られて小幅に続落。同日
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増と好調だったが補えなかった。今週は国内の重要イベントが
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ジャカルタ総合指数は 4 日間の取引
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5400 ポイントを回復。ただ、勢いは続かず、
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日を挟んだ 16 日は、16

マンディリ銀行株が売られて小幅に続落。同日

月の貿易統計は輸出入ともに前年同月比で

増と好調だったが補えなかった。今週は国内の重要イベントが
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を拡大するとの見方が浮上しており、原油価格が順調に回復す

れば、指数ウエートの大きい資源株の値上がりが期待できる。
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日は金融株が買われて指数は終値ベースで約

ポイントを回復。ただ、勢いは続かず、
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16 年 12 月期決算で純利益が

マンディリ銀行株が売られて小幅に続落。同日

月の貿易統計は輸出入ともに前年同月比で

増と好調だったが補えなかった。今週は国内の重要イベントが

FOMC 議事録の内容が
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期の GDP 発表

で 0.5％安と反落。連休明け

し、その後に上昇したが戻せなかった。14

議長の証言を目前に控えた様子見で反落。その後は買い材料に

乏しい中、じりじりと値を上げ、週末まで

日続伸したが、結局この水準を割り込ん

20 日に 16 年 10

が発表される予定で、市場予想の前年同期比

れすれば相場の支援材料。外部要因では今後、

を拡大するとの見方が浮上しており、原油価格が順調に回復す
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